
００５ 地図投影法⑤ 

 

                  下のマス目１，２，３，４のうち、面積が最も大きいのは〔     〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下の４つの図法のうち、分布図に適するのは〔       〕 

何も適さないという図法が１つある。それは〔       〕図法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右はオーストラリアのシドニーを中心に描い 

た正距方位図法である。 

 

地点Ａ、Ｂ、Ｃのうち、シドニーに最も近い 

のは地点〔    〕で、シドニーとの距離 

はおよそ〔       〕㎞である。 

 

破線で描かれた円Ｘは 

南緯〔約 20°  30°  40°〕である。 

 

山脈Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈのうち、一つだけタイプ 

が違うのは〔     〕 

 

陸地Ｋ，Ｌ，Ｍ，Ｎのうち、一つだけタイプ 

が違うのは〔     〕 

 

地点Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓに共通する大地形は 

〔         〕 


